
僕

の

家

は

市

営

グ

ラ

ン

ド

の

す

ぐ

近

く

で

す

。

▼

五

十

年

前

、

僕

の

家

の

前

は

馬

力

道

で

デ

コ

ボ

コ

し

て

お

り

舗

装

は

当

然

し

て

あ

り

ま

せ

ん

し

、

車

が

ス

ピ

ー

ド

を

出

し

て

走

れ

る

様

な

道

で

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

▼

こ

の

数

十

年

の

間

に

、

こ

の

地

域

の

周

辺

は

大

き

く

様

変

わ

り

し

ま

し

た

。

ト

ヨ

タ

自

動

車

㈱

を

始

め

各

企

業

の

進

出

及

び

そ

の

企

業

の

発

展

、

又

東

名

裾

野

イ

ン

タ

ー

チ

ェ

ン

ジ

の

開

通

な

ど

、

そ

の

要

因

は

さ

ま

ざ

ま

で

す

。

▼

ま

さ

か

こ

の

道

が

朝

の

ラ

ッ

シ

ュ

ア

ワ

ー

で

渋

滞

に

な

る

と

は

想

像

が

出

来

ま

せ

ん

で

し

た

。

ホ

テ

ル

ル

ー

ト

イ

ン

の

信

号

か

ら

我

が

家

の

下

ま

で

で

す

よ

！

渋

滞

が

…

▼

朝

だ

け

か

と

思

え

ば

夕

方

は

ホ

ワ

イ

ト

歯

科

の

前

か

ら

上

谷

地

区

が

渋

滞

で

す

…

▼

こ

こ

数

ヶ

月

特

に

渋

滞

が

激

し

く

な

っ

た

よ

う

に

感

じ

ら

れ

ま

す

。

原

因

は

関

東

自

動

車

㈱

の

機

能

移

転

で

多

く

の

人

が

こ

の

地

区

に

通

勤

す

る

よ

う

に

な

っ

た

か

ら

と

思

い

ま

す

。

▼

高

校

生

で

沼

津

に

通

っ

て

い

る

頃

は

、

人

は

、

御

殿

場

裾

野

方

面

か

ら

沼

津

三

島

へ

と

流

れ

て

い

ま

し

た

。

▼

今

は

学

生

を

除

き

反

対

に

な

っ

て

お

り

御

宿

新

田

に

人

が

流

れ

て

き

ま

す

。

▼

御

宿

新

田

周

辺

の

発

展

は

非

常

に

喜

ば

し

い

と

考

え

ま

す

が

、

一

緒

に

道

路

と

か

、

人

の

安

全

と

か

、

住

み

よ

い

町

に

な

ら

な

い

と

せ

っ

か

く

の

発

展

が

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

▼

裾

野

市

に

も

お

願

い

し

た

い

で

す

ね

、

道

路

事

情

を

良

く

し

て

、

事

故

が

無

く

安

心

し

て

生

活

が

で

き

る

よ

う

早

期

に

改

善

す

ここここ

うううう

ささささ

てててて

んんんん

第第第第

4444
号号号号

代

表

御

宿

新

田

区

長

湯

川

晃

司

発

行

御

宿

新

田

区

広

報

委

員

会

第４号第４号第４号第４号
ここここ うううう ささささ てててて んんんん （ 御 宿 新 田 タ イ ム ズ ） Ｈ１８ ／ １２ ／ ２９ （１）

体

育

祭

は

二

十

九

回

を

数

え

、

ま

た

、

夏

祭

り

は

一

足

先

に

三

十

回

を

迎

え

、

実

行

委

員

及

び

各

組

か

ら

の

売

店

へ

の

協

力

を

得

て

盛

大

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

カ

ル

チ

ャ
ー

教

室

も

二

教

室

を

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

、

区

民

の

皆

様

多

数

の

参

加

に

よ

り

、

楽

し

く

、

意

義

深

い

教

室

と

な

り

ま

し

た

。

区

内

の

安

全

は

、

交

通

量

の

増

加

に

よ

り

益

々

脅

か

さ

れ

て

い

ま

す

。

市

の

当

局

へ

の

強

い

改

善

申

し

入

れ

は

今

後

も

必

要

で

今今今今

年年年年

をををを

振振振振

りりりり

返返返返

っっっっ

てててて

春

の

河

川

清

掃

で

最

初

の

事

業

が

始

ま

り

、

各

組

組

長

さ

ん

の

指

示

の

も

と

、

立

派

に

清

掃

し

て

い

た

だ

き

、

気

持

ち

良

く

一

年

が

始

ま

り

ま

子

の

神

社

祭

典

、

自

主

防

災

活

動

、

各

種

団

体

の

活

動

が

盛

大

か

つ

円

滑

で

あ

り

ま

し

た

の

も

、

区

民

の

皆

様

の

御

支

援

御

協

力

の

お

か

げ

と

、

心

よ

り

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

私

た

ち

の

先

輩

で

、

各

方

面

の

指

導

者

で

あ

り

ま

す

杉

本

若

良

様

が

、

平

成

十

八

年

四

月

二

十

九

日

春

の

叙

勲

に

際

し

、

旭

日

双

光

章

を

受

賞

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

は

長

年

に

わ

た

り

農

業

振

興

に

た

ゆ

ま

ぬ

努

力

を

重

ね

ら

れ

た

功

績

が

高

く

評

価

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。

箱

根

子子子子

どどどど

もももも

がががが

元元元元

気気気気

にににに

なななな

るるるる

十十十十

かかかか

条条条条

下

組

本

田

章

昭

和

三

十

年

の

中

学

校

三

年

生

の

男

子

の

平

均

身

長

は

一

四

七

㎝

で

し

た

。

平

成

十

四

年

は

一

六

六

㎝

と

一

九

㎝

も

大

き

く

な

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

朝

か

ら

あ

く

び

を

し

た

り

、

疲

れ

や

腹

痛

を

訴

え

た

り

し

た

り

…

最

近

、

子

ど

も

た

ち

の

体

の

異

変

が

問

題

に

な

っ

て

き

て

い

る

よ

う

で

す

。

そ

こ

で

、

先

日

、

あ

る

先

生

か

ら

お

聞

き

し

た

子

ど

も

の

元

気

回

復

に

つ

い

て

の

お

話

の

抜

粋

を

書

か

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

楽楽楽楽

しししし

くくくく

遊遊遊遊

ぼぼぼぼ

うううう(( ((

運運運運

動動動動)) ))

一

、、 、、

子子子子

どどどど

もももも

はははは

昼昼昼昼

間間間間

にににに

一一一一

度度度度

はははは

外外外外

遊遊遊遊

びびびび

二二二二、、 、、

大大大大

人人人人

もももも

子子子子

どどどど

もももも

とととと

一一一一

緒緒緒緒

にににに

身身身身

体体体体

をををを

動動動動

かかかか

そそそそ

うううう

三

十

年

前

の

小

学

生

の

一

日

の

平

均

歩

数

は

二

万

七

千

歩

、

現

在

の

小

学

生

は

平

均

一

万

二

千

歩

。

で

き

る

だ

け

体

を

動

か

し

た

い

も

の

で

す

。

歩

く

こ

と

が

健

康

の

第

一

歩

で

す

。

ちちちち

ょょょょ

っっっっ

とととと

のののの

工工工工

夫夫夫夫

でででで、、 、、

食食食食

生生生生

活活活活

のののの

改改改改

善善善善

をををを(( ((

食食食食

事事事事)) ))

四四四四、、 、、

朝朝朝朝

ごごごご

はははは

んんんん

をををを

しししし

っっっっ

かかかか

りりりり

食食食食

べべべべ

よよよよ

うううう

五五五五、、 、、

楽楽楽楽

しししし

いいいい

食食食食

卓卓卓卓

をををを

家家家家

族族族族

でででで

演演演演

出出出出

しししし

よよよよ

うううう

六六六六、、 、、

加加加加

工工工工

食食食食

品品品品

はははは

控控控控

ええええ

めめめめ

にににに

人

は

一

般

的

に

、

口

か

ら

し

か

栄

養

を

摂

れ

ま

せ

ん

。

バ

ラ

ン

ス

の

良

い

食

生

活

が

健

康

を

作

る

そ

う

で

す

。

メメメメ

デデデデ

ィィィィ

アアアア

とととと

うううう

まままま

くくくく

つつつつ

きききき

ああああ

いいいい、、 、、

心心心心

地地地地

よよよよ

いいいい

眠眠眠眠

りりりり

をををを

しししし

よよよよ

うううう(( ((

睡睡睡睡

眠眠眠眠)) ))

子

供

会

世

話

人

代

表

中

四

組

田

中

英

幸

三

十

六

人

の

子

供

会

会

員

で

ス

タ

ー

ト

し

た

本

年

度

も

三

人

の

新

会

員

が

増

え

、

更

に

楽

し

く

活

動

さ

せ

て

頂

い

て

ま

す
。

春

の

つ

ど

い

で

仲

間

の

絆

を

深

め

市

子

連

大

会

で

は

、

汗

を

流

し

勝

ち

進

み

男

女

共

に

本

大

会

出

場

を

果

た

し

ま

し

た

。

寒

い

中

、

区

内

を

練

り

歩

い

た

子

供

神

輿

も

終

わ

り

多

く

の

思

い

出

を

残

す

事

が

出

来

ま

し

た

。

更

に

楽

し

い

思

い

出

を

作

る

為

に

も

多

く

の

子

供

達

が

必

要

に

な

り

ま

す

の

で

御

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

妻

が

招

待

を

う

け

、

去

る

十

一

月

九

日

に

御

参

加

さ

れ

ま

し

た

。

農

業

関

係

で

は

全

国

で

三

人

の

内

に

選

ば

れ

、

天

皇

陛

下

よ

り

お

話

(

こ

と

ば

)

が

あ

っ

た

そ

う

で

す

。

杉

本

様

御

一

家

は

も

と

よ

り

、

地

元

の

私

た

ち

の

誇

り

体

育

委

員

長

中

一

組

大

代

正

明

日

頃

、

体

育

行

事

の

御

参

加

、

応

援

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

後

期

体

育

行

事

の

報

告

を

い

た

し

ま

す

。

富

岡

地

区

体

育

祭

で

は

午

後

の

部

雨

天

中

止

と

な

り

午

前

の

部

の

競

技

ま

で

は

八

位

。

壮

年

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

は

、

昨

年

同

様

石

脇

に

決

勝

で

敗

れ

ブ

ロ

ッ

ク

準

優

勝

。

男

女

混

合

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

で

は

一

部

リ

ー

グ

一

チ

ー

ム

が

参

加

し

見

事

優

勝

。

今

年

度

女

性

の

参

加

が

少

な

い

為

来

年

は

、

女

性

の

方

の

多

数

の

参

加

を

お

願

い

し

ま

す

。

来

年

度

も

体

育

行

事

へ

の

地地地地

域域域域

防防防防

災災災災

訓訓訓訓

練練練練

のののの

日日日日

自

主

防

災

会

会

長

上

二

組

杉

本

信

義

寒

い

中

、

十

二

月

三

日

、

地

域

防

災

訓

練

に

多

く

の

区

民

の

参

加

を

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

各

組

毎

、

可

搬

ポ

ン

プ

の

訓

練

、

消

火

器

に

よ

る

消

火

訓

練

等

に

中

・

高

校

生

も

参

加

し

、

災

害

時

の

対

応

を

学

ぶ

こ

と

が

で

き

た

と

思

い

ま

す

。
「

自

ら

の

命

は

自

ら

で

守

る

」

を

キ

ー

ワ

ー

ド

に

こ

れ

か

ら

も

防

災

意

識

を

高

め

メメメメ

タタタタ

ボボボボ

リリリリ

ッッッッ

クククク

症症症症

候候候候

群群群群

北

四

組

佐

藤

百

合

子

最

近

よ

く

耳

に

す

る

内

臓

脂

肪

症

候

群

(

メ

タ

ボ

リ

ッ

ク

シ

ン

ド

ロ

ー

ム

)

は

、

過

食

や

運

動

不

足

に

よ

り

内

臓

脂

肪

が

蓄

積

し

高

血

圧

症

、

高

脂

血

症

、

糖

尿

病

な

ど

生

活

習

慣

病

を

合

併

す

る

人

が

多

い

と

聞

き

ま

す

。

見

た

目

で

は

そ

れ

ほ

ど

太

っ

て

い

な

く

て

も

内

臓

肥

満

で

あ

る

場

合

も

多

い

そ

う

で

す

。

腹

囲

が

男

性

で

八

五

㎝

以

上

女

性

が

九

〇

㎝

以

上

あ

る

内

臓

型

肥

満

の

方

で

「

高

血

圧

症

」
「

高

脂

血

症

」
「

糖

尿

病

」

の

予

備

軍

を

二

つ

以

上

も

っ

て

い

る

状

態

か

ど

う

か

が

判

断

の

基

準

だ

そ

う

で

す

。

メ

タ

ボ

リ

ッ

ク

症

候

群

に

な

る

と

動

脈

硬

化

が

促

進

し

新

た

な

病

気

へ

進

行

す

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

飽

食

の

時

代

、

食

べ

る

事

に

は

困

り

ま

せ

ん

が

、

食

べ

る

物

や

量

な

ど

気

を

使

わ

な

く

て

は

い

け

な

く

な

り

ま

し

た

。

我

が

家

で

は

以

前

か

ら

健

康

の

為

に

玄

米

を

食

べ

る

よ

う

に

し

て

い

ま

す

。

摂

取

カ

ロ

リ

ー

を

抑

え

る

の

に

効

果

的

で

し

た

。

白

米

の

魅

力

に

負

け

る

時

も

あ

り

ま

す

が

気

長

に

無

理

せ

ず

続

け

る

事

が

良

い

と

思

い

頑

張

っ

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

も

試

し

て

み

て

は

御御御御

宿宿宿宿

新新新新

田田田田

区区区区

長長長長

湯湯湯湯

川川川川

晃晃晃晃

司司司司

子子子子

供供供供

会会会会

自

主

防

災

会

体

育

委

員

会

保

健

委

員

、

るるるる

時時時時

間間間間

をををを

決決決決

めめめめ

よよよよ

うううう

八八八八、、 、、

ゲゲゲゲーー ーー

ムムムム

のののの

持持持持

ちちちち

歩歩歩歩

きききき

はははは

やややや

めめめめ

よよよよ

うううう

九九九九、、 、、

夜夜夜夜

型型型型

のののの

生生生生

活活活活

かかかか

らららら

抜抜抜抜

けけけけ

出出出出

そそそそ

うううう

家家家家

庭庭庭庭

はははは

楽楽楽楽

しししし

・・・・

学学学学

校校校校

はははは

楽楽楽楽

しししし

十十十十、、 、、

会会会会

話話話話

のののの

中中中中

かかかか

らららら

笑笑笑笑

いいいい

・・・・

健健健健

康康康康

がががが

生生生生

まままま

れれれれ

るるるる

健

康

は

運

動

・

食

事

・

睡

眠

の

バ

ラ

ン

ス

に

よ

っ

て

保

た

れ

る

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

健

康

が

、

子

ど

も

た

ち

の

明

る

い

笑

顔

と

元

気

の

源

に

な

り

、

い

じ

め

の

な

い

楽

し

い

社

会

を

築

い

て

く

れ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

安全地帯

天皇陛下と御歓談

編編編編

集集集集

後後後後

記記記記

新新新新

田田田田

にににに真真真真

心心心心

響響響響

くくくく鐘鐘鐘鐘

のののの

音音音音

担

当

協

議

員

武

田

勇



役

員

の

皆

様

、

お

手

伝

い

を

い

た

だ

い

た

ご

婦

人

の

皆

様

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

市

老

連

、

富

老

連

の

事

業

と

し

て

は

、

裾

野

市

老

連

ス

ポ

ー

ツ

大

会

、

花

一

杯

運

動

と

し

て

年

二

回

季

節

に

あ

っ

た

花

の

植

栽

、

富

老

連

児

童

ふ

れ

あ

い

輪

投

げ

大

会

、

市

老

連

ペ

タ

ン

ク

大

会

、

富

老

連

会

員

研

修

旅

行

、

富

岡

地

区

体

育

祭

、

富

中

体

育

祭

へ

の

参

加

、

市

老

連

グ

ラ

ン

ド

ゴ

ル

フ

大

会

（

年

二

回

）

参

加

さ

れ

た

方

は

限

ら

れ

た

人

数

で

は

あ

り

ま

す

が

、

わ

が

新

田

老

人

会

は

健

康

が

第

一

で

老

人

パ

ワ

ー

全

開

で

総

て

の

行

事

へ

の

参

加

を

し

て

お

り

ま

す

。

ま

だ

加

入

さ

れ

て

な

い

皆

さ

ん

、

是

非

老

人

会

に

加

入

を

お

進

め

し

ま

す

。

協協協協

議議議議

委委委委

員員員員

武武武武

田田田田

勇勇勇勇

ササササ

ーー ーー

クククク

ルルルル

活活活活

動動動動

カカカカ

ルルルル

チチチチ

ャャャャーー ーー

教教教教

室室室室

振振振振

りりりり

返返返返

りりりり

担

当

協

議

員

館

隆

雄

二

年

目

と

な

っ

た

カ

ル

チ

ャ

ー

教

室

前

半

は

、

絵

手

紙

教

室

を

実

施

、

六

名

の

新

人

と

Ｏ

Ｂ

合

わ

せ

て

十

五

名

の

生

徒

が

集

ま

り

、

林

先

生

を

講

師

に

迎

え

一

回

目

は

ピ

ー

マ

ン

、

二

回

目

は

柿

を

題

材

に

し

ま

し

た

。

最

初

は

線

の

描

き

方

か

ら

始

ま

り

ま

し

た

が

、

こ

れ

が

初

心

者

に

は

結

構

難

し

い

ん

で

す

！

絵

心

が

少

し

身

に

つ

い

た

と

思

い

ま

す

。

後

半

は

蕎

麦

打

ち

教

室

を

開

催

。

こ

ち

ら

も

大

変

な

人

気

で

何

と

三

十

名

も

参

加

し

、

久

し

振

り

に

大

勢

の

区

民

が

一

同

に

集

ま

り

ま

し

た

。

講

師

に

新

田

区

民

で

我

々

の

仲

間

で

も

あ

り

ま

す

湯

川

信

子

さ

ん

、

本

田

文

子

さ

ん

、

杉

本

久

子

さ

ん

を

迎

え

、

幹

事

一

同

大

い

に

意

気

が

上

が

り

ま

し

た

。

何

し

ろ

一

回

分

の

材

料

が

一

五

㎏

の

や

ま

と

芋

と

蕎

麦

粉

一

〇

㎏

は

半

端

じ

ゃ

な

い

で

す

ね

え

！

ここここ うううう ささささ てててて んんんん （ 御 宿 新 田 タ イ ム ズ ） Ｈ１８ ／ １２ ／ ２９ （2）
第第第第4444号号号号

地地地地

震震震震

のののの

基基基基

礎礎礎礎

知知知知

識識識識

北

二

組

協

議

委

員

村

田

隆

脩

地

震

学

用

語

の

中

で

「

震

度

」

と

「

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

」

は

よ

く

混

同

し

ま

す

。

最

初

に

こ

の

違

い

の

概

略

を

説

明

し

、

そ

の

後

、

震

度

の

変

遷

と

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

の

導

入

等

に

つ

い

て

記

載

し

ま

す

。

＊＊＊＊

震震震震

度度度度

とととと

ママママ

ググググ

ニニニニ

チチチチ

ュュュューー ーー

ドドドド

「

震

度

」

と

「

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

」

の

混

同

、

こ

れ

は

地

面

が

揺

れ

た

と

い

う

現

象

と

震

源

で

起

き

た

お

お

も

と

の

事

件

と

が

、

と

も

に

地

震

と

い

う

同

じ

言

葉

で

呼

ば

れ

る

こ

と

に

根

本

的

な

問

題

が

あ

り

ま

す

。

図

１

に

表

す

よ

う

に

地

震

と

い

う

原

因

に

よ

っ

て

地

震

と

い

う

結

果

が

生

じ

、

い

わ

ば

加

害

者

と

被

害

者

が

同

姓

同

名

の

状

態

と

な

っ

て

い

ま

す

。

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

は

加

害

者

の

狂

暴

度

を

表

す

量

で

あ

り

、

震

度

は

被

害

者

が

受

け

る

影

響

の

大

き

さ

を

表

す

量

で

す

。

台

風

に

例

え

れ

ば

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

は

台

風

の

強

さ

を

表

す

中

心

気

圧

。

震

度

は

各

地

に

お

け

る

風

速

に

対

応

し

て

い

ま

す

。

台

風

の

目

と

の

位

置

関

係

や

周

囲

の

地

形

に

よ

っ

て

風

速

が

異

な

る

よ

う

に

、

震

度

は

震

源

か

ら

の

距

離

や

地

盤

の

状

況

等

に

大

き

く

左

右

し

ま

す

。

こ

の

た

め

震

度

を

い

う

場

合

は

必

ず

場

所

の

付

加

が

必

要

で

す

。

尚

、

中

心

気

圧

と

風

速

は

数

値

も

単

位

も

異

な

る

の

に

対

し

、

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

と

震

度

は

と

も

に

単

位

が

な

く

数

値

が

似

通

っ

て

い

る

為

、

こ

れ

も

混

乱

の

も

と

で

す

。

****

震震震震

度度度度

階階階階

級級級級

のののの

変変変変

遷遷遷遷

震

度

は

自

分

の

と

こ

ろ

の

揺

れ

を

示

す

尺

度

で

す

。

絵絵絵絵

手手手手

紙紙紙紙

にににに

魅魅魅魅

せせせせ

らららら

れれれれ

てててて

北

一

Ｂ

江

原

知

子

小

さ

な

葉

書

に

絵

と

短

い

文

を

添

え

て

、

自

分

の

心

や

感

動

を

表

現

す

る

絵

手

紙

に

魅

せ

ら

れ

て

い

ま

す

。

先

生

の

ヘ

タ

で

い

い

、

ヘ

タ

が

い

い

の

言

葉

に

励

ま

さ

れ

て

、

や

っ

と

描

い

た

絵

に

ど

ん

な

言

葉

を

書

こ

う

。

こ

れ

が

苦

し

く

も

楽

し

い

悩

み

の

時

間

で

す

。

絵

手

紙

の

筆

使

い

同

様

ゆ

っ

く

り

で

す

が

、

い

つ

か

自

分

だ

け

の

味

の

あ

る

一

枚

を

届

け

ら

れ

る

日

を

楽

し

み

に

書

い

て

い

ま

す

。

毎

月

、

第

三

金

曜

、

一

九

時

よ

り

コ

ミ

セ

ン

に

て

、

ど

う

ぞ

一

度

覗

い

て

み

て

下

さ

象

台

に

よ

り

震

度

０

～

６

ま

で

が

定

め

ら

れ

、

そ

の

後

、

一

九

四

八

年

福

井

地

震

で

の

被

害

の

甚

大

さ

か

ら

震

度

７

が

加

え

ら

れ

ま

し

た

。

震

度

７

は

兵

庫

県

南

部

地

震

で

適

用

さ

れ

た

が

、

人

間

が

決

め

る

以

上

い

ろ

い

ろ

な

問

題

が

あ

り

、

一

九

九

六

年

日

本

で

の

震

度

の

決

め

方

が

、

人

間

中

心

の

方

式

か

ら

計

器

に

よ

る

自

動

決

定

の

方

式

へ

転

換

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

時

、

震

度

５

と

６

は

そ

れ

ぞ

れ

弱

と

強

と

に

二

分

さ

れ

、

全

体

と

し

て

一

〇

段

階

の

区

分

と

な

り

ま

し

た

。

＊＊＊＊

ママママ

ググググ

ニニニニ

チチチチ

ュュュューー ーー

ドドドド（（ （（

ＭＭＭＭ）） ））

地

震

の

震

源

域

で

生

じ

た

現

象

そ

の

も

の

の

大

き

さ

を

表

す

尺

度

が

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

で

す

。

日

本

語

で

は

規

模

と

も

称

さ

れ

て

い

ま

す

。

規

模

の

大

き

な

地

震

で

も

遠

く

離

れ

て

い

れ

ば

地

面

の

揺

れ

は

小

さ

い

し

、

逆

に

小

規

模

の

地

震

で

も

近

傍

で

発

生

す

れ

ば

大

き

な

揺

れ

が

記

録

さ

れ

ま

す

。

こ

の

為

、

地

震

の

大

小

を

公

平

に

判

断

す

る

為

に

は

震

源

か

ら

同

じ

だ

け

離

れ

た

地

点

に

お

い

て

揺

れ

具

合

を

比

較

せ

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

は

こ

の

様

な

趣

旨

で

、

米

国

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州

に

発

生

す

る

地

震

の

規

模

を

客

観

的

に

評

価

す

る

尺

度

と

し

て

、

一

九

三

五

年

リ

ヒ

タ

ー

に

よ

っ

て

カカカカ

ルルルル

チチチチ

ャャャャ

ーー ーー

教教教教

子子子子

ノノノノ

神神神神

社社社社

祭祭祭祭

典典典典

にににに

つつつつ

いいいい

てててて

担

当

協

議

員天

城

保

明

今

年

も

伝

統

あ

る

子

ノ

神

社

の

祭

典

が

盛

大

に

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

祭

典

は

子

供

神

輿

が

元

気

良

く

区

内

を

練

り

歩

き

、

始

ま

り

ま

し

た

。

演

芸

で

は

今

年

は

新

た

に

生

バ

ン

ド

演

奏

、

の

ど

自

慢

コ

ン

ク

ー

ル

等

多

彩

な

催

し

が

新

た

に

加

わ

っ

て

、

大

勢

の

皆

さ

ん

の

参

加

を

頂

き

ま

し

た

。

区

民

の

皆

様

の

ご

協

力

有

、

今今今今

回回回回

のののの

おおおお

店店店店

はははは

エエエエ

ココココーー ーー

美美美美

容容容容

室室室室

ささささ

んんんん

のののの

紹紹紹紹

介介介介

でででで

すすすす。。 。。

昭

和

四

十

九

年

十

月

よ

り

小

林

ハ

イ

ツ

で

開

店

、

昭

和

五

十

八

年

四

月

よ

り

現

在

の

お

店

で

営

業

、

お

店

の

内

容

と

し

て

は

、

カ

ッ

ト

は

（

シ

ャ

ギ

ー

・

レ

ザ

ー

・

シ

ザ

ー

・

レ

イ

ヤ

ー

カ

ッ

ト

）

パ

ー

マ

は

（

ウ

ェ

ー

ブ

パ

ー

マ

・

縮

毛

矯

正

・

ソ

フ

ト

パ

ー

マ

）

カ

ラ

ー

は

（

多

彩

な

色

味

で

表

現

で

き

る

カ

ラ

ー
）

な

ど

あ

り

ま

す

。

シ

ャ

ン

プ

ー

や

パ

ー

マ

液

な

ど

そ

の

方

に

合

わ

せ

、

地

肌

や

毛

髪

に

よ

り

よ

い

物

を

と

心

掛

け

て

い

る

そ

う

で

す

。

そ

の

他

着

付

け

な

ど

お

客

様

が

長

時

間

着

て

い

て

も

苦

し

く

な

ら

な

い

様

に

な

ど

心

配

り

を

し

て

い

る

そ

う

で

す

。

御

宿

新

田

で

営

業

を

始

め

て

三

十

二

年

に

な

り

ま

す

。

先

生

は

と

っ

て

も

心

温

か

な

方

で

従

業

員

の

方

も

感

じ

が

良

く

入

り

や

す

い

お

店

で

す

。

御

宿

新

田

の

方

に

は

い

つ

も

お

世

話

に

な

っ

て

ま

す

。

こ

れ

か

ら

も

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

と

の

事

で

し

た

。

下

組

湯

川

信

子

ゴゴゴゴ

ルルルル

フフフフ

第

四

回

御

宿

新

田

親

睦

ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ

結

果

優

勝

永永永永

井井井井

政政政政

一一一一（

西

三

組

）

準

優

勝

八八八八

木木木木

幸幸幸幸

夫夫夫夫

（

上

二

組

）

三

位

阿阿阿阿

部部部部

孝孝孝孝

行行行行（

北

一

Ａ

）

。

現

実

に

は

震

源

か

ら

一

〇

〇

㎞

の

地

点

に

都

合

よ

く

地

震

計

が

設

置

さ

れ

て

い

る

と

は

限

ら

な

い

為

、

当

初

定

義

さ

れ

た

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

に

準

拠

す

る

形

で

補

正

式

が

考

案

さ

れ

、

使

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

放

送

大

学

「

地

震

講

座

よ

り

」

。

。

老

人

会

、

に

蕎

麦

打

ち

台

を

置

き

、

ま

ず

材

料

の

配

合

か

ら

始

ま

り

、

混

ぜ

て

、

捏

ね

て

（

こ

れ

が

一

番

体

力

を

使

う

）
、

伸

ば

す

（

こ

れ

は

最

も

技

術

が

い

る

）
、

そ

し

て

最

後

は

包

丁

で

切

る

（

こ

れ

は

男

性

が

日

頃

如

何

に

家

庭

で

奥

様

の

手

伝

い

を

し

て

い

る

か

判

る

）

ま

で

実

施
。

約

二

時

間

か

け

打

ち

た

て

の

蕎

麦

の

完

成

で

す

。

皆

で

分

け

持

ち

帰

っ

て

家

で

食

べ

て

頂

き

ま

し

た

。

皆

さ

ん

の

評

価

は

？

“

蕎

麦

打

っ

て

良

し

、

食

べ

て

良

し

、

味

は

最

高

”

皆

さ

ん

興

奮

気

味

で

し

た

。

そ

し

て

次

は

何

を

企

画

し

て

く

れ

る

？

と

カ

ル

チ

ャ

ー

教

室

に

対

す

る

皆

様

の

期

待

は

高

ま

る

ば

か

り

で

す

。

来

年

も

サ

プ

ラ

イ

ズ

を

期

年年年年

間間間間

活活活活

動動動動

にににに

つつつつ

いいいい

てててて

老

人

会

長

吉

田

善

弘

「

光

陰

矢

の

ご

と

し

」

四

月

に

新

田

老

人

ク

ラ

ブ

総

会

の

席

に

て

不

安

な

が

ら

会

長

を

引

き

受

け

早

い

も

の

で

一

年

を

終

わ

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

日

頃

は

老

人

会

に

対

す

る

区

民

の

皆

様

の

ご

理

解

と

、

ご

支

援

に

対

し

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

ま

た

、

新

田

老

人

ク

ラ

ブ

会

員

の

先

輩

諸

兄

姉

の

ご

指

導

と

、

会

活

動

へ

の

参

加

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

わ

が

新

田

老

人

ク

ラ

ブ

も

四

月

の

総

会

に

始

ま

り

、

毎

月

の

定

例

会

、

子

ノ

神

社

の

清

掃

作

業

、

六

月

に

は

区

民

体

育

祭

へ

の

参

加

、

八

月

に

は

奉

仕

活

動

と

し

て

新

田

墓

地

の

草

取

り

清

掃

に

心

地

よ

い

汗

を

流

し

ま

し

た

。

九

月

の

「

秋

分

の

日

」

に

は

戦

没

者

八

柱

へ

の

線

香

を

た

む

け

て

の

墓

参

り

、

ま

た

、

墓

参

り

後

は

「

社

会

奉

仕

の

日

」

と

し

て

小

運

動

場

の

草

取

り

作

業

を

行

い

ま

し

た

。

十

一

月

に

は

小

グ

ラ

ン

ド

へ

の

霜

対

策

と

し

て

の

砂

入

れ

作

業

、

区

主

催

老

人

会

と

子

供

会

と

の

交

流

会

。
交

流

会

で

は

グ

ラ

ン

ド

ゴ

ル

フ

、

オ

セ

ロ

、

輪

投

げ

等

の

ゲ

ー

ム

大

会

。

大

会

後

は

区

役

員

、

老

人

会

、

子

供

会

の

老

若

男

女

が

一

同

に

会

し

て

の

「
芋

煮

会

」

御宿新田のお店紹介


